
    

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
２
千
132
億
円
で
あ
り
、
前
年

度
よ
り
11
億
円
、
0.5
％
の
増
と
な
っ
た
。 

　
こ
れ
は
、
特
別
区
債
の
借
り
換
え
や
基
金
の
再
編
整
備
に
伴
う

歳
入
・
歳
出
の
一
時
的
な
増
減
を
含
ん
で
お
り
、
実
質
的
に
は
対

前
年
度
比
で
51
億
円
、
2.6
％
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
い
る
。 

　
区
長
は
、
こ
れ
ま
で
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
安
定
し
た
予

算
編
成
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
就
任
以
来
の
様
々
な
構
造
改

革
の
成
果
で
あ
る
。
昨
年
10
月
に
は
、
区
の
将
来
像
、
ビ
ジ
ョ
ン

と
な
る｢

基
本
構
想｣

を
議
会
や
区
民
と
の
協
働
で
策
定
し
、区
の

憲
法
と
な
る｢

自
治
基
本
条
例｣

を
制
定
し
、｢

基
本
計
画｣

を
も
策

定
し
た
。
平
成
17
年
度
予
算
案
は
中
期
財
政
計
画
、そ
し
て
複
数
年

度
方
式
を
意
識
し
た
予
算
編
成
で
あ
る
。
本
予
算
を
計
画
ど
お
り

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、｢

区
民
と
の
協
働｣

と｢

指
定
管
理
者
制
度｣

を
い
か
に
上
手
に
活
用
す
る
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、区
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
、

｢

職
員
の
意
識
改
革｣

を
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

　
区
長
は
、
本
予
算
を｢

活
力
と
安
心
で
魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
る

予
算｣

と
銘
打
ち
、４
つ
の
柱
を
中
心
に
し
て
い
る
。
①｢

魅
力
と

個
性
の
あ
る
美
し
い
生
活
都
市｣

で
は
、つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、

日
暮
里
・
舎
人
線
の
駅
前
交
通
広
場
の
整
備
な
ど
、区
民
生
活
の
安

全
と
利
便
性
の
向
上
の
為
の
施
策
を
講
じ
る
と
し
て
い
る
。
②｢

自

立
し
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
都
市｣

で
は
、
子
育
て

ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
し
、

③｢

人
間
力
と
文
化
力
を
育
み
活
力
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市｣

で
は
、

学
力
向
上
策
や
学
校
の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
④｢

自

己
進
化
す
る
協
働
型
自
治
体｣

で
は
、
東
京
芸
術
大
学
の
誘
致
な

ど
、区
政
へ
の
参
加
と
協
働
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
実
現
の
た
め
に
は
、中
期
財
政
計
画
の
見
直
し
、包
括
予
算
制
度

の
一
層
の
充
実
な
ど
積
極
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地
区
再
開
発
の
完
成
、つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

開
業
等
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、
必
要
最
低
限
の
未
来
へ
の
投

資
な
ど
、
子
や
孫
の
時
代
へ
の
相
続
の
義
務
を
し
っ
か
り
果
た
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も｢

税
金
の
無
駄
遣

い｣

を
徹
底
的
に
改
め
る
こ
と
、｢

契
約
に
お
け
る
業
者
選
定
の
透

明
化
及
び
選
定
業
者
の
開
示｣

な
ど
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。 

　
最
後
に
、
我
が
党
委
員
か
ら
の
要
望
事
項
及
び
提
案
に
つ
い
て

は
、
新
年
度
予
算
の
執
行
や
区
政
運
営
に
あ
た
り
、
特
に
留
意
さ

れ
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。 

    

　
政
府
発
表
の
本
年
1
月
景
気
動
向
指
数
は
「
先
行
指
数
」
が
5
ヶ

月
振
り
に
50
％
を
超
え
、
昨
年
後
半
か
ら
の
「
踊
り
場
」
を
脱
す

る
兆
し
を
見
せ
始
め
た
も
の
の
、
原
油
等
の
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、

我
が
国
の
景
気
動
向
の
先
行
き
は
相
変
わ
ら
ず
不
透
明
感
が
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
17
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
2
千
132
億
円
、

前
年
度
よ
り
11
億
円
、0.5
％
の
増
と
な
り
、特
別
区
債
の
借
り
換
え

や
基
金
の
再
編
整
備
に
伴
う
歳
入
・
歳
出
の
一
時
的
な
増
減
を
除

い
た
実
質
対
前
年
度
比
で
51
億
円
、
2.6
％
の
増
額
予
算
と
な
っ
た
。 

　
し
か
し
、
一
般
財
源
は
都
区
財
政
調
整
交
付
金
へ
の
依
存
度
が

高
く
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
補
助
負
担
金
の
削
減
に
よ
り
、区

財
政
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
自
主
財
源
の

安
定
的
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
同
時
に
、
特
別
区
民
税
を
は
じ

め
、
保
険
料
、
負
担
金
、
使
用
料
の
徴
収
な
ど
は
公
正
・
公
平
な

立
場
で
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
平
成
17
年
度
か
ら
24
年
度
ま

で
の
新
基
本
計
画
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
様
々
な
財
政
負

担
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
財
政
運
営
を
円
滑
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
複
数
年
度
方
式
で
の
予
算
編
成
を
し
た

が
、
都
区
間
の
主
要
5
課
題
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
あ
る
。 

　
一
方
で
は
、
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
「
協
働
で
築
く
力
強
い
足

立
区
の
実
現
」
を
目
指
し
、
少
子
高
齢
社
会
の
中
で
よ
り
心
豊
か

な
共
助
、
共
生
の
社
会
を
築
く
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
支
援
し

て
、
官
で
も
企
業
で
も
な
い
社
会
を
担
う
第
三
の
セ
ク
タ
ー
と
し

て
の
シ
ビ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。 

　
平
成
17
年
度
予
算
は
「
活
力
と
安
心
で
魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
る

予
算
」
と
銘
打
ち
、
①
「
魅
力
と
個
性
の
あ
る
美
し
い
生
活
都
市
」

②
「
自
立
し
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
都
市
」
③
「
人

間
力
と
文
化
力
を
育
み
活
力
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
に
重
点
を
置

き
、
予
算
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
「
協
働
」
の
視
点
を
重

視
し
た
事
業
で
あ
る
区
民
提
案
型
協
働
事
業
、
防
災
士
研
修
へ
の

助
成
事
業
、
企
業
提
案
型
経
済
活
性
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
評

価
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
前
立
腺
が
ん
検
診
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
回
収
の
全
区
展
開
な
ど
、
努
力
は
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

我
が
党
か
ら
は
、
効
率
的
な
施
設
管
理
に
努
め
る
こ
と
や
、
職
員

の
意
識
改
革
が
重
要
課
題
で
あ
る
と
指
摘
を
行
っ
た
。 

　
最
後
に
、
本
特
別
委
員
会
の
中
で
、
我
が
党
委
員
の
指
摘
・
要

望
事
項
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
区
政
運
営
に
反

映
し
て
い
く
こ
と
を
、
切
に
要
望
す
る
。 

    

　
区
民
の
く
ら
し
と
営
業
は
、
不
況
や
構
造
改
革
路
線
の
も
と
で
、

一
層
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
、
就
学
援

助
受
給
者
も
増
加
、
国
民
健
康
保
険
料
の
収
納
率
は
'03
年
度
67
％

に
低
下
、
介
護
保
険
料
の
低
所
得
者
段
階
者
の
増
加
は
、
そ
の
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
国
の
大
増
税
に
よ
り
、

約
25
万
7
千
人
の
区
民
が
増
税
と
な
り
、
非
課
税
高
齢
者
が
新
た

に
1
万
人
課
税
対
象
者
と
な
る
。
更
に
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康

保
険
料
、
都
営
住
宅
等
の
公
営
住
宅
家
賃
な
ど
に
も
は
ね
か
え
り
、

区
民
の
負
担
は
一
層
重
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
区

の
財
政
は
心
配
し
て
も
区
民
の
く
ら
し
は
心
配
し
な
い
と
い
う
立
場

で
編
成
さ
れ
た
新
年
度
予
算
案
は
、「
活
力
と
安
心
で
魅
力
あ
る
ま

ち
を
創
る
予
算
」
と
銘
打
つ
も
の
の
、
内
容
は
保
育
料
の
20
％
値
上

げ
等
で
区
民
に
打
撃
を
与
え
、
高
齢
者
福
祉
電
話
の
縮
小
、
学
校

給
食
の
予
算
削
減
な
ど
不
安
を
与
え
、
増
税
で
苦
し
む
区
民
、
中

小
業
者
へ
の
支
援
は
一
切
な
い
な
ど
極
め
て
冷
た
い
。
中
期
財
政

計
画
で
区
は
640
億
円
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
打
ち
出
し
、
入
っ
て

く
る
お
金
は
開
発
と
積
み
立
て
に
回
す
な
ど
、
基
金
残
高
は
268
億

円
余
と
な
っ
て
い
る
。 

　
我
が
党
は
、
限
ら
れ
た
財
源
で
も
お
金
の
使
い
方
を
変
え
れ
ば
、

暮
ら
し
を
応
援
す
る
予
算
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
、
予
算
編
成

替
え
を
求
め
る
動
議
を
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
の
第
一
は
、
自
治

体
の
あ
り
方
を
追
求
し
、
新
た
な
負
担
や
、
福
祉
、
教
育
の
切
り

捨
て
を
許
さ
な
い
。
第
二
は
、
区
民
の
く
ら
し
と
営
業
を
守
る
。

第
三
に
不
要
不
急
、
浪
費
型
の
歳
出
を
改
め
る
。「
緊
急
生
活
支

援
制
度
の
創
設
」
や
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
小
・
中
学
生
に
拡
大

す
る
こ
と
、
30
人
学
級
を
め
ざ
し
つ
つ
当
面
35
人
学
級
に
す
る
こ

と
、
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
負
担
軽
減
、
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
に
対

す
る
補
足
的
給
付
、
耐
震
診
断
と
補
強
工
事
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
で
出
来
る
制
度
に
拡
充
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

区
長
が
や
る
気
に
な
れ
ば
、
一
般
会
計
予
算
の
わ
ず
か
0.6
％
を
増

額
す
る
だ
け
で
で
き
る
。
こ
の
提
案
は
否
決
さ
れ
た
が
、
今
後
の

区
政
に
生
か
さ
れ
る
も
の
と
確
信
す
る
。 

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
は
、
区
民
生
活
悪
化
に
よ
る
保

険
料
の
収
納
率
低
下
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
区
長
は
こ
う
し
た
区

民
に
心
を
寄
せ
、
保
険
料
軽
減
策
を
打
ち
出
す
こ
と
も
、
国
へ
意

見
を
あ
げ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
保
険
料
を
値
上
げ
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
改
め
て
、
区
民
の
く
ら
し
を
守
る
自

治
体
本
来
の
立
場
に
立
た
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。 

    

　
昨
年
は
、
区
民
と
の
協
働
で
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
後
、

自
治
基
本
条
例
の
制
定
、
基
本
計
画
、
第
二
次
構
造
改
革
戦
略
、

中
期
財
政
計
画
の
策
定
と
、
大
き
な
変
革
の
年
で
あ
っ
た
。 

　
平
成
17
年
度
予
算
は
、
昨
年
に
も
増
し
て
特
別
区
交
付
金
・
国

庫
及
び
都
支
出
金
に
頼
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
退
職
手
当
が
増
大
す
る
'07
年
問
題
、
公
共
施
設
の
更
新

問
題
、
三
位
一
体
改
革
等
の
不
安
定
要
素
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
状
況
下
で
あ
り
な
が
ら
、
包
括
予
算
制
度
、
複
数
年
度
方

式
、
区
民
と
の
協
働
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
努
力
は
、
一
定
の

評
価
に
値
す
る
。
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
事
業
、
子
育
て
ホ

ー
ム
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
は
特
に
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

　
し
か
し
、経
費
削
減
に
対
し
て
は
、「
中
期
財
政
計
画
」で
「
90
億

円
の
人
件
費
の
削
減
と
100
億
円
の
地
方
債
の
発
行
が
大
前
提
」
と

言
う
が
、区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
伴
う
人
員
削
減
の
み
し
か
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、
職
員
の
人
件
費
や
福
利
厚
生
費
に
は
目
を
向
け

る
こ
と
も
せ
ず
、
問
題
意
識
す
ら
持
と
う
と
し
て
い
な
い
。
個
別

項
目
に
し
て
も
、
無
駄
な
ど
一
切
せ
ず
、
よ
り
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
全
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
す
る
と
い
う
姿
勢
が
最
後
ま

で
感
じ
取
れ
な
か
っ
た
。
特
に
、
職
員
の
意
識
の
問
題
で
あ
る
。 

　
区
民
は
、
区
に
対
し
て
、出
来
な
い
・
や
ら
な
い
理
由
を
聞
い
て

い
る
の
で
は
な
く
、「
区
民
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
頑
張
っ
て
く
れ
た

か
」
と
い
う
姿
勢
を
期
待
し
て
い
る
。
我
が
党
の
予
算
要
望
で
求

め
て
い
る
こ
と
は
、「
ほ
と
ん
ど
が
無
駄
を
省
く
こ
と
や
、
節
約
す

る
こ
と
で
あ
り
、
知
恵
を
活
か
し
て
、
区
民
の
た
め
に
交
渉
す
べ

き
相
手
に
は
身
体
を
張
っ
て
戦
略
的
に
説
得
し
な
さ
い
」
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、行
政
の
意
識
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
。
個
別
項
目

と
し
て
は
次
の
こ
と
を
求
め
る
。
職
員
の
「
扶
養
手
当
・
調
整
手
当

等
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
、
人
事
委
員
会
に
お
い
て
充
分
に
議
論

し
て
も
ら
う
よ
う
発
信
す
る
こ
と
。
福
利
厚
生
の
見
直
し
。
Ｊ
Ｒ

に
亀
有
・
金
町
間
の
運
行
本
数
の
増
加
を
求
め
る
こ
と
。
東
京
メ

ト
ロ
に
綾
瀬
・
北
綾
瀬
間
の
運
行
本
数
の
増
加
を
求
め
る
こ
と
。

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
事
業
の
行
政
評
価
を
行
い
、
翌
年
度
以
降
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
守
・
点
検
は
指
名
競
争

入
札
に
す
る
こ
と
。
小
児
医
療
体
制
は
、
都
や
他
区
の
状
況
を
区

医
師
会
に
理
解
し
て
も
ら
い
協
力
を
求
め
る
こ
と
。
新
田
ま
ち
づ

く
り
関
連
事
業
は
、
平
成
17
年
度
中
に
見
直
し
を
決
定
し
、
小
・
中

学
校
の
開
校
時
期
を
平
成
21
年
と
す
る
こ
と
な
ど
十
分
に
念
頭
に

置
い
て
新
年
度
か
ら
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。 

足 立 区 議 会 だ よ り  
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